
市川市

環
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境
きょう
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2017

いちかわ環境 ・ 防災フェア2017の様子



　「環
かんきょう

境のはなし」 は、 小学校の中学年以上のみなさんに、 今、 起きている
環境問題について、 地球規

きぼ

模のものから身近なものまで、 理
りかい

解していただくた
めのガイドブックです。
　空気や水のよごれ、 ごみなどの身近な環境から地球温暖化や生

せいぶつ

物多
たようせい

様性
などの地球環境問題まで、 今の現状や、 わたしたちにできる身近な取り組み
について解説します。

はじめに

「環
かんきょう

境」 って何？
市川市の環

かんきょう

境部
ぶ

の職
しょくいん

員って
どんな仕事をしているの？

空気、 水、 食べ物、 天気…
わたしたちの生活に関

かか

わり、 わた
したちの周りにあるもの、 すべてが
「環境」 です。 環境は、 市民の
みなさんが安心して毎日を暮

く

らす
ために、 とても大切なものです。

市川市役所の環境部は地球
温

おんだんか

暖化対
たいさく

策をはじめ、 空気や水
の汚

よご

れの監
かんし

視、 自
しぜん

然の保
ほぜん

全など、
いまの環境を未

みらい

来につなげるため
の仕事をしているところです。  

1



次目

地球規模の環境問題である 「地球温暖化」 について、
そのしくみや原

げんいん

因、 今後の対策として、 わたしたち一人ひとり
ができることを解説します。

●水のはなし
 p9~10

●空気（大気）のはなし
 p11~12

●ごみのはなし
 p13~14

●自
しぜん

然のはなし
 p15~16

地球温
おんだんか

暖化のはなし� p3~811
その他の環

かんきょう

境問題� p9~1622

環
かんきょう

境について学ぼう！� p17~1833
※イラスト：「市川市総合計画 第二次基本計画」P3より
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世界各地で強い台
たいふう

風や集
しゅうちゅう

中豪
ごうう

雨、 干
かん

ばつ、 熱
ねっぱ

波などの異
いじょう

常気
きしょう

象による災
さいがい

害が多く発
はっせい

生
しており、 大きな被

ひがい

害をもたらしています。 こういった極
きょくたん

端な気
きしょう

象現
げんしょう

象の増
ぞうか

加の原
げんいん

因は、 地
球温

おんだんか

暖化による可
かのうせい

能性が高いと言われています。

太陽の熱の一部は温
おんしつ

室効
こうか

果ガスに吸
きゅうしゅう

収されて地球を温
あたた

め、 また一部は宇
うちゅう

宙空
くうかん

間へ放
ほうしゅつ

出
されることで、 地球の表

ひょうめん

面はわたしたち人
じんるい

類が生きていくために、 ちょうど良い温度に保たれて
います。

しかし、 このガスが増
ふ

え過
す

ぎてしまうと宇宙に放出される熱が地球にこもってしまい、 地球
全体の温度が上がってしまいます。 これを地球温暖化と言います。

地球の気
きこう

候が大きく変わり始めています

地球温
おんだんか

暖化のしくみ

地球温
おんだんか

暖化のはなし

平均気温 15℃ 気温上昇 ▼地球温暖化

宇宙への放出

温室効果ガスが濃い場合

地球温暖化のしくみ

温室効果ガスが適度な場合

熱

熱 熱

太陽光 太陽光

熱
宇宙への放出 大

温室効果 小 温室効果

てきど こ

大

小
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地球温暖化に一番影
えいきょう

響を与
あた

えているガスは
二

にさんかたんそ

酸化炭素であり、 石
せきたん

炭や石油などの化
かせき

石
燃
ねんりょう

料を燃
も

やすことで発生します。
わたしたちは生活するために多くのエネルギーを

使
しよう

用していますが、 そのエネルギーを得
え

るために
多くの化石燃料を燃やし、 たくさんの二酸化炭
素を発生させています。

現
げんざい

在、 地球を覆
おお

っている二
にさんかたんそ

酸化炭素の濃
のうど

度
が増

ぞうか

加しており、 このまま増加し続けると地球
温

おんだんか

暖化がさらに進み、 異
いじょう

常気
きしょう

象が増加して雨が
降
ふ

らずに砂漠のようになる地域や強い台風が多く
発生し、 洪

こうずい

水等による被
ひがい

害を受ける地域が多数
発生すると言われています。

地球温
おんだんか

暖化の原
げんいん

因

地球がだんだん熱くなっています！

二酸化炭素 二酸化炭素

二酸化炭素

二酸化炭素

出典） 全国地球温暖化防止活動推進センター
 ウェブページ（http://www.jccca.org/）

南太平洋にある国ツバルでは、
海
かいめん

面上
じょうしょう

昇などにより、
水
すいぼつ

没する恐
おそ

れがあるんだよ。
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日本の平均気温は明治31年（1898）以降、 100年当
あ

たり約1.1℃の割
わりあい

合で上
じょうしょう

昇し
ています。

近
きんねん

年では、 サクラの開
かいか

花日
び

が早まったり、 イチョウやカエデの紅
こうよう

葉や落
らくよう

葉が遅
おく

れるなどの
影
えいきょう

響が現れています。

環境省などが発表している2100年末
の全国各地域の真夏日（１日の最高
気温が30℃以上の日）の年間日数予
測では、 市川市（東日本太平洋側）
は、 現在のおよそ2倍になると予想されて
います。

日本でもさまざまな影
えいきょう

響が現
あらわ

れると言われています

平均気温が上がると、 作
さくもつ

物の
生
せいいく

育やわたしたちの健
けんこう

康などに
いろいろな影

えいきょう

響が出てくるよ。

大
おおがた

型の台
たいふう

風が増
ぞうか

加する

海
かいめん

面が上
じょうしょう

昇し、 砂
すなはま

浜が減
へ

る

真
まなつび

夏日が増
ふ

えるため、

熱
ねっちゅうしょう

中症患
かんじゃ

者が増
ぞうか

加する

ブナ林が大きく減
げんしょう

少する

南
なんぽう

方で生
せいそく

息する昆
こんちゅう

虫などが
北へ移動する

出典：環境省「地球温暖化の日本への影響2001」
　　　 国立環境研究所　江守正多「地球温暖化の将来予測と影響評価」

身近に迫る地球温暖化の影響

現在の日数 2100年末

約46日 約103日
参考：環境省・気象庁

日本国内における気候変動予測の
不確実性を考慮した結果について

2100年末における

千葉県の真夏日の日数予測
（※最高気温30℃以上の日）

※
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地球温暖化対策には、 世界の国
くにぐに

々が協
きょうりょく

力して取り組むべきこと、 国が取り組むべきこと、
地域で住民と一緒に市が取り組むべきことなどがあります。

地球温
おんだんか

暖化をとめるために

市では、 地球温
おんだんか

暖化対
たいさく

策を総
そうごうてき

合的かつ計
けいかくてき

画的に推
すいしん

進するために、 平成28
年3月に 「市川市地球温

おんだんか

暖化対
たいさく

策実行計画（区
くいき

域施
しさく

策編
へん

）」 を作りました。
この計画では、 市民、 事業者、 市の三者が連

れんけい

携して、 さまざまな事業を
実

じっし

施することとしています。

<世界の取り組み>

毎年、 世界の国
くにぐに

々の政府
関係者などが集まり、 これからど
のように対応していくべきかなど、
その対

たいさく

策についての話し合いが
行われています。

地球温
おんだんか

暖化は、 地球規
きぼ

模の環
かんきょう

境問題ですが、
その対

たいさく

策には、 わたしたち一人ひとりの
取り組みが求められています。

<市川市の取り組み>

<日本の取り組み>

政府は、 世界の国
くにぐに

々で決
めたルールに沿って、 日本が
目

めざ

指すべき目
もくひょう

標や対
たいさく

策の話し
合いを行っています。
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地球温
おんだんか

暖化をとめるためには、 エネルギーの利用を少
すく

なくすること（省エネ）と環
かんきょう

境にやさ
しいエネルギー（再

さいせい

生可
かのう

能エネルギー）を利用することが重
じゅうよう

要です。
市では、市民のみなさんや事業者の方

かたがた

々と協
きょうりょく

力しながら、さまざまな取り組みを行っています。

市が行っている主な取り組み

住宅への省
しょう

エネ設
せつび

備の設
せっち

置にかかった費
ひよう

用の一部に対し、
補

ほじょ

助金
きん

を交
こうふ

付しています。

30名の市民の方に環
かんきょう

境活
かつどう

動推
すいしんいん

進員になっていただき、
市と一緒に環

かんきょう

境にやさしい行動を広げるための活動に、
協
きょうりょく

力していただいています。

市民、 事業者、 市が協
きょうりょく

力する組
そしき

織として、 「市川市
地球温

おんだんか

暖化対
たいさく

策推
すいしん

進協
きょうぎかい

議会」 を設
せっち

置し、 三者が協
きょうりょく

力し
た取り組みを行っています。

環境にやさしい商品の積
せっきょくてき

極的な購
こうにゅう

入、 エアコンの設
せってい

定
温

おんど

度の管
かんり

理など、 環境を意
いしき

識した積
せっきょくてき

極的な取り組みを行っ
ています。

市民

市（行政）事業者
じぎょうしゃ

　市民のみなさんの取り組みを応
おうえん

援しています。

　市民のみなさんと連
れんけい

携した取り組みを行っています。

　市
しちょうしゃ

庁舎も積
せっきょくてき

極的に省
しょう

エネに取り組んでいます。

　市民、 事業者、 市の協
きょうりょく

力による取り組み
　を推進しています。
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エネルギーを大
たいせつ

切に使う生活は、 どれも、 少し気をつければ出
でき

来ることばかりです。 一人ひ
とりの取り組みは小さくても、 それが合わされば、 大きな力になります。

出来ることからはじめましょう！

＜普
ふだん

段の生活における取り組み＞
□テレビは見ない時、 使わない時は消そう
□電器製品を使用しないときは、 プラグをコンセントから抜こう
□だれもいない部屋の照明は消そう
□冷蔵庫の扉を開けている時間は短くしよう
□エコバッグ、 マイボトルを持って出かけよう

＜夏
かき

期における取り組み＞
□冷房時の室温を28℃にしよう
□扇

せんぷうき

風機を併
へいよう

用しよう
□上着を脱いで涼しい格好をしよう
□打

う

ち水
みず

をして、 気温の上
じょうしょう

昇を抑えよう
□窓

まど

の外に緑のカーテンをつくって、 夏の日差しを防
ふせ

ごう

＜冬
とうき

期における取り組み＞
□暖

だんぼう

房時
じ

の室温を20℃にしよう
□厚手のカーテンなどで、 温めた空気を窓から

逃がさない工夫をしよう
□厚

あつぎ

着をして、 首、 手首、 足首を温めよう
□暖

あたた

かいものを食べて体の中から暖まろう

みんなで取り組めること

みんなはいくつできているかな？
チェックしてみよう！
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水が汚
よご

れる原因ってなんだろう
わたしたちは、 このわずかな水を利用して生活をしていますが、 台所や風

ふろ

呂場などから毎
日なにげなく流している 「汚

よご

れた水」（生活排
はいすい

水）が川の水を汚
よご

す原
げんいん

因のひとつになっています。

地球上の水の約97.5%は海水です。 残りの約2.5%は川、 地下水などです。
水はかたちを変えながら地球上を循

じゅんかん

環し、 さまざまなところで利用されていますが、 わたし
たちがすぐに利用できる水は、 地球上にある水のわずか0.01%と言われています。

その他の環
かんきょう

境問題

水のはなし

公益社団法人 日本下水道協会 教育素材「水循環と下水道」を一部加筆修正

■東京湾の汚れの原因（出典　千葉県 平成28年版環境白書）

その他

産業排水
さんぎょうはいすい

生活排水
せいかつはいすい

10％

31％
59％

22

わたしたち一人ひとりが、
家庭から出る水の汚

よご

れを
減
へ

らすことが大
だいじ

事なのだよ。
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市内の川のようす

川を汚
よご

さないためにわたしたちができること

BODとは
水の汚

よご

れを表す値で、
この数値が大きいほど
水が汚

よご

れています。

5.2
2.6

7.0
6.5

4.9 2.1
13

2.2

こ
く
ぶ
が
わ は

る
き
が
わ

お
お
か
し
わ
が
わ

ま
ま
が
わ

こ
う
や
が
わ

真
間
川

派川大柏川

市川大野高等学園付近

（mg/L）

はせん

ね  もとすいもん

す  わ   だ  ばし

いなごし ち さき

こくぶがわごうりゅうまえ

ふ きん

せんげんばし

れいえんまえ

み   と まえばし

き
ゅ
う
え
ど
が
わ

え

ど
が
わ

おおかしわがわ

は
る
き
が
わ

れいえんまえ

9.4

ち さきこうや

市内を流れる真
ままがわ

間川、 国
こくぶがわ

分川、 大
おおかしわがわ

柏川、 春
はるきがわ

木川などの
川には、 家庭からの生活排水が多く流れ込んでいます。

川や海を汚
よご

さないためには、 わたしたちが汚れた水をそのまま流さないことが大切です。
普

ふだん

段の生活の中で、 できる工
くふう

夫がいくつもあります。

汚れた水を、 魚が住める水
すいしつ

質にするのに必要な水の量
・ 牛乳（200ml） ⇒ 10杯分
・ みそ汁（200ml） ⇒ 4.7杯分
・ しょう油（15ml） ⇒ 1.5杯分
・ 使

しよう

用済
ず

みの天ぷら油500ml ⇒ 330杯分

河川名 BOD
（mg/L） 河川でみることができる生物

大
おおかしわがわ

柏川流入水
すいろ

路
（市川大野高等学園付

ふきん

近）
2.1

ホトケドジョウ 等

真
ままがわ

間川
（根

ねもと

本水
すいもん

門）
2.2

オイカワ、 ウグイ 等

国
こくぶがわ

分川
（須

すわだ

和田橋
ばし

）
6.5

コイ、 フナ 等

春
はるきがわ

木川
（国

こくぶがわ

分川合
ごうりゅうまえ

流前）
9.4

モツゴ、
カダヤシ 等

■市内の河川に見られる生物

せんざい てきりょう

てきりょう

せんたく

せんざい

しょっき あら

よご

【台所】
だいどころ

【洗濯】
せんたく

【お風呂】
ふろ

おふろの水で
何杯分？

おふろ１杯分は
300L

■水
すいしつ

質のようす（平成28年度）
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空気（大気）が汚
よご

れる原因
大気を汚

よご

す物
ぶっしつ

質には、 いろいろなものがあります。 大気の汚
よご

れはわたしたちの健
けんこう

康などに
影
えいきょう

響を及
およ

ぼすことがあります。
わたしたちの生活や工場、 自動車などからは、 さまざまなも

のが大気中に排
はいしゅつ

出されています。  その中には、 大気を汚
よご

す物
質（汚

おせん

染物
ぶっしつ

質）などが含まれています。
近年、 工場などでは、 汚

おせん

染物
ぶっしつ

質を取りのぞく装
そうち

置をつけ
るなどの対策が進んだため、 現在は自動車からの排

はいしゅつ

出ガスが
大

たいき

気汚
おせん

染の主
おも

な原
げんいん

因になっています。

わたしたちは呼
こきゅう

吸をして、 たくさんの空気を体内に取り込んで生きています。 空気は、 あまり
にも当たり前に存

そんざい

在するのでつい忘
わす

れてしまいがちですが、 わたしたちになくてはならないものです。

空気（大気）のはなし

市では空気（大気）の汚
よご

れの監
かんし

視をしています
市では、 大気の汚

よご

れを調
しら

べるために市内８か所で24時間測
そくてい

定を行っています。

▲外から見た様子

中の様子

▲

写真は市立八幡小学校の大気測
そくていきょく

定局（本八幡局）です。

稲荷木局

大野局市川局

本八幡局

行徳駅前局

行徳局

新田局

二俣局

:一般環境大気測定局
いっぱん かんきょう たいき そくてい きょく

そくてい きょく

:自動車排出ガス測定局
はいしゅつ
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空気（大気）を汚
よご

さないために、 わたしたちにできること

・ 近
ちかば

場への移
いどう

動は、 出来るだけ徒
とほ

歩か自転車を
利用しよう！

・ 遠くへ行くときは、 バスや電車などの公
こうきょう

共交
こうつう

通機
関を利用しよう！

自動車を利用するときは、 環
かんきょう

境にやさ
しい運

うんてん

転 「エコドライブ」 をしよう！

ハイブリッド自動車は電気とガソリンの両方
をエネルギー源

げん

として動く自動車です。 また、
水素を燃

ねんりょう

料とする燃料電池自動車（FCV）
や電気自動車（EV）など、 さらに環

かんきょう

境にや
さしい自動車が開

かいはつ

発されています。

環
かんきょう

境にやさしい運
うんてん

転をしよう！

環
かんきょう

境にやさしい車に乗ろう！

できるだけ自動車の利用を
少なくしよう！

不要な
荷物は
おろす

エコドライブ

のすすめ
エコドライブ

のすすめ

エアコンの使用は
適切に

車間距離に
『ゆとり』をもって、
急な加速や
減速をしない

タイヤの空気圧
はこまめにチェック

無駄な
アイドリングは
やめる

エコドライブとはだれもが
出

でき

来ることばかりだよ。
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ごみのゆくえ
ごみは、 収

しゅうしゅうしゃ

集車により 「市川市クリーンセンター」 へ運
はこ

ばれて処
しょり

理されます。 燃やすご
みは焼

しょうきゃく

却灰
ばい

にして、 燃やさないごみは小さく砕
くだ

き、 鉄、 アルミニウムなどを回
かいしゅう

収してからごみ
処
しょぶんじょう

分場（最
さいしゅう

終処
しょぶんじょう

分場）に埋め立てられます。
また、 プラスチック製容

ようき

器包
ほうそう

装類
るい

は、 中
ちゅうかん

間処
しょり

理施
しせつ

設でペットボトルとそれ以
いがい

外に選
せんべつ

別され、
新しい製

せいひん

品などにリサイクルされています。

「もの」 をつくるときやごみとして処
しょぶん

分するときには、 多くのエネルギーが使われています。
エネルギーは石炭や石油などの資

しげん

源を使用して作られていますが、その量には限
かぎ

りがあります。
そのため、 わたしたちはごみを少

すく

なくしていく努
どりょく

力が求められています。

ごみのはなし

クリーンセンター ごみ処分場（最
さいしゅう

終処
しょぶんじょう

分場）

再利用中間処
しょり

理施
しせつ

設

市内には、 ごみ処分場（最終処分場）がないため、 他
た

市
しちょうそん

町村のごみ処分場に埋
う

め立
た

てをお願
いしています。

埋め立ては、受け入れ先の市町村やその周
しゅうへん

辺に住む住民のみなさんの理
りかい

解があって成り立っています。
また、 埋め立てられる量にも限

かぎ

りがあるため、 わたしたちにはごみを減らす努力が常
つね

に求
もと

められています。

ごみ処
しょぶんじょう

分場（最
さいしゅう

終処
しょぶんじょう

分場）の問題ってなんだろう？

もの
しりトピックス

ごみを再生する施設

プラスチック製
容器包装類

燃やすごみ
燃やさないごみ
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ごみを減
へ

らす工
くふう

夫

ごみを減
へ

らすためには、 まずは必
ひつよう

要のないものを買わないことや、 もらわないこと、 今までご
みとして処

しょぶん

分していたものを繰
く

り返
かえ

し使うことが大
たいせつ

切です。 この２つをそれぞれ 「リデュース」 「リ
ユース」 といいます。

また、 市ではごみを12種
しゅるい

類に分
ぶんべつ

別して収
しゅうしゅう

集し、 再
さいりよう

利用できる物を資
しげんぶつ

源物として活
かつよう

用して
います。 このようなことを 「リサイクル」 といいます。

この３つを合わせて３R（スリーアール）といい、 みんなで取り組むことで 「使
つか

い捨
す

て型
がた

社
しゃかい

会」 から、 環境にやさしい 「資
しげん

源循
じゅんかんがた

環型社
しゃかい

会」 に近づけることができます。

食品ロスとは、 まだ食べられるのに捨
す

てられてしまう食品のことをいいます。
食品ロスを減らすためには、 「買い過ぎない」 「使い切る」 「食べ切る」 ことが大切です。
食材を買い過ぎたりしないよう、 買い物の前には何が足りないのかを確

かくにん

認し、 必
ひつよう

要なもの
だけを買うようにしましょう。 また、 買った食材は 「使い切る」 「食べ切る」 ようにしましょう。

・ 詰
つ

め替
か

え商
しょう

品
ひん

を利
りよう

用する
・ 過

かじょう

剰包
ほうそう

装は断
ことわ

る
・ 不

ふよう

要なものは断る

・ 壊
こわ

れたものは修
しゅうり

理して使う
・ 自分に必

ひつよう

要がなくなったものは
必要とする人に譲

ゆず

る

・ 正しく分
ぶんべつ

別を行
おこな

う
・ 再

さいせい

生利
りよう

用できるものを優
ゆうせん

先
して買う

ごみになるものを減らす ものを繰
く

り返
かえ

し使う 再
ふたた

び資
しげん

源として使う

<３Ｒ（スリーアール）の取り組み>

<食
しょくひん

品ロスへの取り組み>

消費期限と賞味期限の違
ちが

いを理
りかい

解して、 食
しょくざい

材をあやまって捨
す

てないようにすることも大
たいせつ

切です。
「消費期限」 とは、 安

あんぜん

全に食べられる期
きげん

限です。 必
かなら

ず期限内に食べましょう。
「賞味期限」 とは、 おいしく食べられる期

きげん

限です。 すぐに食べられなくなるとは限
かぎ

りません。 見た目
や臭

にお

いなどを確
かくにん

認して捨
す

てるか判
はんだん

断をしましょう。

消
しょうひ

費期
きげん

限と賞
しょうみ

味期
きげん

限の違
ちが

いってなんだろう？

 リデュー
ス

 リユー
ス

 リサイク
ル

ノート

カ
ン

もの
しりトピックス
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わたしたちは豊
ゆた

かな自
しぜん

然から食べ物やおいしい水、 新鮮な空気などの恵
めぐ

みを受けとっていま
す。 自然はわたしたちの暮

く

らしにはかかせない貴
きちょう

重なものとなっています。
市川市には、 斜

しゃめんりん

面林や川、 干
ひがた

潟など、 たくさんの種
しゅるい

類の自然があり、 それぞれの場
ばしょ

所に
いろいろな生きものたちがいます。 わたしたちは人間と自然の 「つながり」 を大切にし、 生き
ものたちが住

す

みやすい自然を未
みらい

来へ残
のこ

していかなければなりません。

自
しぜん

然のはなし

江戸川沿
ぞ

いの斜
しゃめん

面林
りん

行
ぎょうとく

徳鳥
ちょうじゅう

獣保
ほご

護区
く

には
たくさんの水鳥が訪

おとず

れます

東浜は鳥たちにとって
貴
きちょう

重な干
ひがた

潟です

東浜のミヤコドリ

ヤマユリやカワセミ
ツマグロヒョウモン

とフジバカマ

大町自
しぜん

然観
かんさつ

察園
えん

は
湧
わ

き水が作り出す豊
ゆた

かな自
しぜん

然
北西部はじゅん菜

さい

池
いけ

緑
りょくち

地を
中心に緑が連なる

※イラスト：「市川市総合計画 第二次基本計画」P2より
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もの
しりトピックス

地球上では約175万種
しゅ

の生きものが確
かくにん

認されており、 森や海、 川など、 さまざまな環境で暮
く

らし
ています。 このようなたくさんの生きものたちの 「つながり」 のことを 「生

せいぶつ

物多
たようせい

様性」 といいます。
わたしたちは、 この 「生物多様性」 から、 毎日食べる米や野菜、 肉や魚、 きれいな水や空気

などの恵
めぐ

みを受けています。
豊
ゆた

かで快
かいてき

適な私たちの暮らしを支
ささ

えている 「生物多様性」 を守っていくことが必
ひつよう

要です。

生
せいぶつ

物多
たようせい

様性ってなんだろう？

市川市における自
しぜん

然を守る取り組み
市では、 市内各

かくしょ

所に残
のこ

された貴
きちょう

重な自
しぜん

然を守るために、 自
しぜん

然環
かんきょう

境の調
ちょうさ

査や保
ほぜん

全 ・
再
さいせい

生、 人と自然をつなげる施
しせつ

設の整
せいび

備、 自然の大
たいせつ

切さを伝える環
かんきょう

境学
がくしゅう

習など、 さまざまな
取り組みを行っています。

野鳥が暮
く

らしやすい環
かんきょう

境を残
のこ

した行
ぎょうとく

徳鳥
ちょうじゅう

獣保
ほ

護
ご

区
く

内に設けた観
かんさつ

察路
ろ

です。 緑に親しみながら水鳥
観
かんさつ

察が楽しめます。

水辺の自
しぜん

然や生きものに親しめる緑地を歩いたり、
ビジターセンターを生きものの観

かんさつ

察や環
かんきょう

境学
がくしゅう

習の場
として利用することができます。

◇行
ぎょうとく

徳鳥
ちょうじゅう

獣保
ほごく

護区 ・ みどりの国

市民（調
ちょうさ

査員）の方といっしょに市内の生きもの
の調査をしています。

◇生
せいぶつ

物多
たようせい

様性モニタリング調
ちょうさ

査◇大
おおかしわかわ

柏川第
だいいち

一調
ちょうせつち

節池緑
りょくち

地

◇市川自
しぜん

然博
はくぶつかん

物館
  市内の自

しぜん

然の姿
すがた

を記
きろく

録し、 未来に伝えます。
また、 地

ちいき

域の身近な自
しぜん

然との付き合い方を学ぶこと
ができます。
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もの
しりトピックス

1972年６月５日にストックホルムで開
かいさい

催された 「国
こくれん

連人
にんげん

間環
かんきょう

境会
かいぎ

議」 を記
きねん

念して、 ６月５日
が 「環

かんきょう

境の日」 に指
してい

定されたことに由来しています。
その後、 環

かんきょうちょう

境庁が６月の１ヶ月間を 「環
かんきょう

境月
げっかん

間」 とし、 全国で様
さまざま

々な行
ぎょうじ

事が行われるようにな
りました。

市川市でも、 環境に関する条
じょうれい

例で６月を環境月間と位
いち

置づけ、 毎年、 環境に関
かん

するイベントを
行っています。

「環
かんきょう

境月
げっかん

間」 ってなんだろう？

いちかわ環
かんきょう

境フェア
市民のみなさんに環

かんきょう

境について理
りかい

解を深めてもらうため、 毎年、 ６月の環
かんきょう

境月
げっかん

間に 「い
ちかわ環境フェア」 を開催しています。

環境フェアは、 環境活動を行っている市民団体や事業者の方々など、 いろいろな方々に
参加、 協力いただき開

かいさい

催している市内最大の環境イベントです。
子どもから大人まで楽しく体験し、 環境について学べるイベントとなっています。

　　　　現
げんざい

在問題となっている環境問題は、 わたしたちの生活と密
みっせつ

接にかかわっているため、
わたしたちが自

みずか

らの行
こうどう

動を見
みなお

直し、 環境にやさしい生活に変えていくことが必要です。
市では、 市民一人ひとりの環境に対する意

いしき

識の向
こうじょう

上と、 環境にやさしい行動につなげて
いくための環境学習を推

すいしん

進しています。

環
かんきょう

境について学ぼう！　　　　33
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出
でまえ

前授
じゅぎょう

業

自
しぜん

然環
かんきょう

境講
こうざ

座

いちかわこども環
かんきょう

境クラブ

環
かんきょう

境講
こうざ

座

保
ほいくえん

育園や小学校へ出
しゅっちょう

張し、 環
かんきょう

境紙
かみしばい

芝居
やエコバッグづくり、 省

しょう

エネの工
くふう

夫など、 楽しみ
ながら環境を学ぶ授業を行っています。

子どもから大人まで、 自
しぜん

然を楽しみながら生きも
のについて学ぶことができる講

こうざ

座です。
大
おおまち

町自
しぜん

然観
かんさつ

察園
えん

や行
ぎょうとく

徳鳥
ちょうじゅう

獣保
ほご

護区
く

などで、
生きものを観

かんさつ

察します。

環
かんきょう

境活
かつどう

動に取り組んでいる子どもたちが登
とうろく

録する
クラブです。

身近な自
しぜん

然を見つけて遊
あそ

ぶネイチャーゲームやイ
ベントを通

つう

じて交
こうりゅう

流を深
ふか

めています。

地域で行われる自
じちかい

治会の勉
べんきょうかい

強会などで、
身近な環

かんきょう

境から地球規
きぼ

模の環境問題まで、
分かりやすく解

かいせつ

説した環
かんきょう

境講
こうざ

座を行っています。
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